
厚生労働科学研究委託費（再生医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（総括・業務項目） 

 

再生医療支援人材育成コンソーシアム構築 

 

業務主任者 赤澤 智宏 東京医科歯科大学 教授 

 

 

研究要旨 

 H２６年１１月２５日、再生医療安全確保法と医薬品医療機器等法が施行された。医療倫理、安全性を熟知

し細胞培養技術を習得した人材の育成が急務となっている。我が国では、幹細胞の培養・加工等に従事する

人材を体系的に教育・育成するシステムは未整備である。本研究は、医科歯科大、阪大、京大の保健学科を

舞台に、新たなキャリアパスとして幹細胞の培養・加工等に従事する再生医療実務・業務職と、リーダーシ

ップを備えた新たな人材育成に従事する再生医療上級専門職の育成を行う事を目的とした。平成２６年度は、

一般市民向けのワークショップを開催し、再生医療支援人材育成に対する認知度を高めることを行った。ま

た、一般市民対象のアンケート調査を実施し、本事業の重要性が一定程度認知されている事が明らかになっ

た。また、再生医療支援人材育成に用いるカリキュラム策定においては、初級（再生医療実務・業務職）を

念頭に置き、３大学で整合性、一貫性のとれたものを策定した。また、次年度に向けてe-learning教材作成を

開始した。 

 

研究分担者 

 澤 芳樹（大阪大学 教授） 

 足立壮一（京都大学 教授） 

 

A. 研究目的 

 H２６年１１月２５日、再生医療安全確保法と医

薬品医療機器等法が施行された。医療倫理、安全

性を熟知し細胞培養技術を習得した人材の育成が

急務となっている。我が国では、幹細胞の培養・

加工等に従事する人材を体系的に教育・育成する

システムは未整備である。本研究は、医科歯科大、

阪大、京大の保健学科を舞台に、新たなキャリア

パスとして幹細胞の培養・加工等に従事する再生

医療実務・業務職と、リーダーシップを備えた新

たな人材育成に従事する再生医療上級専門職の育

成を行う事を目的とした。 

 

B. 研究方法 

 本研究の初年度であるH26年度は一般市民向け

のワークショップを開催し、再生医療支援人材育

成に対する認知度を高めることを行った。また、

一般市民対象のアンケート調査を実施した。また、

再生医療支援人材育成に用いるカリキュラム策定

においては、初級（再生医療実務・業務職）を念

頭に置き、３大学で整合性、一貫性のとれたもの

を策定した。また、次年度に向けてe-learning教材

作成を開始した。 

 

C. 研究結果 

１．一般市民向けのワークショップ「iPS細胞を医

療につなぐ〜支える人材を教え、育てる〜」を平

成２６年１０月１７日（金）東京医科歯科大学鈴



木章夫講堂で開催した（主催：「再生医療支援人

材育成コンソーシアム準備委員会」、共催：（社）

日本再生医療学会、（独）科学技術振興機構）。

一般来場者は396名であった。 

講演： 

 山中伸弥（京都大学iPS細胞研究所） 

 高橋政代（理化学研究所） 

 澤 芳樹（大阪大学） 

進行： 

 赤澤智宏（東京医科歯科大学） 

来賓： 

内閣府 

 科学技術統括官 倉持隆雄 

文部科学省 

 研究振興局審議官 山脇良雄 

 大臣官房参事官 松尾泰樹 

 研究振興企画課長 安藤慶明 

 ライフサイエンス課長 堀内義規 

厚生労働省 

 医政局研究開発振興課長 神ノ田昌博 

（代理ヒト幹細胞臨床研究対策専門官 木村健一） 

（独）科学技術振興機構理事長 中村道治 

再生医療実現拠点ネットワークプログラムPD 

 斉藤英彦 

マスコミ関係： 

 共同通信社 

 日本経済新聞社 

 中日新聞東京本社 

 産經新聞朝日新聞社 

 日本テレビ 

 読売新聞社 

 毎日新聞社 

 科学新聞社 

 毎日放送 

 NHK 

２．一般参加者に対して記述式のアンケートを実

施した。 

３．平成２６年度は初級（再生医療実務・業務職）

のカリキュラムを策定した（結果：別紙？？）。 

４．e-learning教材の作成に着手した。東京医科歯

科大学で録取したのは下記の通り。 

 山中伸弥（京都大学iPS細胞研究所） 

 高橋政代（理化学研究所） 

 澤 芳樹（大阪大学） 

 菱山 豊（内閣官房、健康医療戦略室） 

 松山晃文（医薬基盤研） 

 高須直子（京都大学iPS細胞研究所） 

 畠 賢一郎（ジャパン・ティッシュ・エンジニ

アリング） 

 清水則夫（東京医科歯科大学難治疾患研究所） 

 

D．考察 

 一般市民向けのワークショップの反響は大きく、

終了後、事務局に問い合わせが殺到した。とりわ

け、学生、大学院生など若い世代の関心が高かっ

た。また、アンケート結果をみると、再生医療の

人材育成に国の支援や企業の参画を必要と思う声

が９７％と高かった事は特記すべき事である。今

後、よりいっそうの支援が求められるとこである。

山中教授の講演の中で、人材育成の三つの柱は、

教育・雇用・資格であると強調されていた。本事

業においてもどのような形で資格化の道筋をつけ

るのか、また、安定的な雇用につなげていくのか

を検討する必要があると考えられる。 

 

E．結論 

再生医療支援人材育成コンソーシアム公開ワーク

ショップを開催し、高い評価を受けた。 

e-learning教材の作成に着手した。 

 

F．健康危険情報 

なし 



 

G．研究発表 

１．論文発表 

1. High capacity of purified mesenchymal stem 

cells for cartilage regeneration. Suto EG, Mabuchi Y, 

Suzuki N, Koyanagi A, Kawabata Y, Ogata Y, Ozeki N, 

Nakagawa Y, Muneta T, Sekiya I, Akazawa C. 

Inflammation and Regeneration in press. 

2. RILP interacts with HOPS complex via VPS41 

subunit to regulate endocytic trafficking. Lin X, Yang T, 

Wang S, Wang Z, Yun Y, Sun L, Zhou Y, Xu X, 

Akazawa C, Hong W, and Wang T. Scientific Reports 

2014 Dec 2;4:7282. doi: 10.1038/srep07282 

3. Teneurin-4, a transmembrane protein, is a 

novel regulator that suppresses chondrogenic 

differentiation. Suzuki N, Mizuniwa C, Ishii K, 

Nakagawa Y, Tsuji K, Muneta T, Sekiya I, Akazawa C. 

J. Orthoped Res. 2014 Apr, 46(4):1029-31. 

4. Teneurin-4 promotes cellular protrusion and 

neurite outgrowth through focal adhesion kinase 

signaling. Suzuki N, Numakawa T, Chou J, de Vega S, 

Mizuniwa C, Sekimoto K, Adachi N, Kunugi H, 

Arikawa-Hirasawa E, Yamada Y, Akazawa C. FASEB 

J. 2014 Mar;28(3):1386-97. 

5. Abnormal neural crest innervation in 

Sox10-Venus mice with all-trans retinoic acid-induced 

anorectal malformation. Suzuki R, Miyahara K, 

Murakami H, Doi T, Lane GL, Mabuchi Y, Suzuki N, 

Yamataka A, Akazawa C. Pediatr Surg Int. 2014 

Feb;30(2):189-95. 

２．学会発表 

「再生医療支援人材育成コンソーシアムについて」

赤澤智宏、H27.3.21第１４回日本再生医療学会総

会、パシフィコ横浜 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 



 

厚生労働科学研究費補助金（再生医療実用化研究事業） 

 

委託業務成果報告書 

 

「再生医療等に用いる細胞培養加工等を行う人材育成のための研究」 

 

担当責任者 澤 芳樹 大阪大学大学院医学系研究科 教授 

 

 

研究要旨 

 成熟した細胞培養技術を有し、かつ医療倫理・安全性等の複合的な技術・知識を熟知した細胞培養技術者

を育成することは、再生医療分野の発展と、安全で質の高い再生医療を遂行するためには不可欠である。本

事業で、臨床細胞培養士認定試験の実技試験の模範技術となる実演ビデオを作成、公開し、作業手順の標準

化と均一化を図った。さらに、医学部学生に細胞培養技術の一連の作業を経験させることで、再生医療への

関心をもたせ、細胞培養技術の重要性について理解させることで、将来の医師として臨床研究の計画作成や

実施を行う際に、安全で質の高い再生医療の遂行が期待される。 

 

業務項目の担当責任者 

澤 芳樹 

 

所属機関 職名 

大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 心臓血管

外科学 教授 

 

 

A. 研究目的 

 

再生医療新法における特定細胞加工物もしくは医

薬品医療機器等法における再生医療等製品を製造す

るにあたり、成熟した細胞培養技術を有することは

必須であり、かつ医療倫理・安全性等の複合的な技

術・知識を熟知した細胞培養技術者の人材の育成が

急務となっている。本研究は、幹細胞の培養・加工

等に従事する人材を体系的に教育・育成するシステ

ムを構築し、安全で有効な再生医療の実践と健全な

技術発展に資することを目的とする。医科歯科大、 

阪大、京大の保健学科は臨床検査技師、看護師、理

学療法士、作業療法士ななど高度な専門性を持った

医療スタッフを排出してきた。これらの教育現場を

舞台に、新たなキャリアパスとして、幹細胞の培養・

加工等に従事する再生医療実務・業務職と、リーダ

ーシップを備えた新たな人材育成に従事する再生医

療上級専門職の育成を目指す。 

大阪大学医学部附属病院未来医療開発部未来医療

センターでは、基礎研究の早期実用化を目指したト

ランスレーショナルリサーチ実践の場として、2003

年に医学部附属病院の中央診療施設の一部門として

開設され、ヒト幹細胞臨床研究や遺伝子治療臨床研

究について、審査評価委員会への申請や臨床研究の

実施に必要な書類作成から臨床研究終了までの総合

的なサポートを行っている。さらに 9ユニットの細

胞培養調製施設を保有し、国内最多 12 件の承認件数

を誇るヒト幹細胞臨床研究は国内随一の実施経験で



多彩な幹細胞臨床研究の支援を提供できることに加

え、GMP 対応施設として治験での利用も可能である。

さらに、厚生労働省 H22 補正予算で整備された「細

胞加工等トレーニングセンター」の運用も開始し On 

the Job トレーニングとしての細胞培養加工が実践

可能である。 

これらの施設と豊富な経験を有効利用し、本年度

は再生医療学会で運用が開始されている臨床細胞培

養士認定講習との連携を図さらに、細胞培養の経験

のない、大阪大学医学部学生に、細胞培養の基礎を

学習させ、再生医療における細胞培養技術の重要性

を理解させることを目的とした。 

 

 

B. 研究方法 

 

 臨床細胞培養士認定試験の実技試験の模範技術と

なる実演ビデオについては、細胞調整施設での作業

において重要となる一連の作業、手洗い、無塵無菌

衣の着用、培地交換、細胞剥離、細胞播種等の作業

に関するビデを、前述の「細胞加工等トレーニング

センター」を利用して撮影を行った。 

 医学部５回生を３つのグループに分け、細胞観察、

細胞剥離、細胞回収、細胞計数、細胞播種の一連の

細胞培養の基礎技術の習得するためのカリキュラム

を作成、授業を実施した。 

 

C. 研究結果 

 

 本事業の一環で作成した、細胞培養の実技ビデオ

は、日本再生医療学会のホームページを通して配信

した。 

 医学部５回生に対して細胞培養実習を３時間のコ

ースとして実施した。さらに、細胞培養施設の見学を

構造設備に関する講義を歳暮調整施設で実施した。 

 

D. 考察 

臨床細胞培養士の一次試験合格者には、細胞培養

基本技術をまとめた実技ビデオの提出が義務づけら

れており、本ビデオは細胞培養作業の標準的な手順

を示していることから、ホームページで公開したこ

とは、作業手順の標準化と均一化に貢献したものと

考える。 

学部学生の頃から、再生医療に興味と関心をもた

せ、さらに細胞培養技術の重要性について理解させ

ることは、将来の医師として臨床研究の計画作成や

実施を行う際に、安全で質の高い再生医療の遂行が

期待される。 

 

 

E. 結論 

  

 成熟した細胞培養技術を有し、かつ医療倫理・安

全性等の複合的な技術・知識を熟知した細胞培養技

術者を育成することは、再生医療分野の発展と、安

全で質の高い再生医療を遂行するためには不可欠で

あり、引き続き本事業で人材の育成に取り組んでい

く。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

特記すべきことなし。 

 

Ｇ. 研究発表（平成 25 年度） 

特記すべきことなし。 

 

H. 知的所有権の出願・登録状況（予定を含む） 

特記すべきことなし。 



 

厚生労働科学研究委託費（再生医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（業務報告） 

 

再生医療支援人材育成コンソーシアム構築 

 

担当責任者 足立 壮一 京都大学医学研究科人間健康科学系専攻 教授  

 

研究要旨 

再生医療や細胞治療の実践において品質の確保は重要な課題で有り、細胞プロセシングセンター(CPC、Cell 

Processing Center)の管理やと作業に携わる人材の育成が不可欠である。平成 26 年度は人材育成のための教

育用 DVD の作成を行った。 

 

研究協力者 

前川 平 京都大学医学部付属病院輸血

細胞治療部教授 

青山朋樹 京都大学医学研究科人間健康科学 

系専攻准教授 

笠井泰成 京都大学医学部付属病院分子細胞 

治療センター主任臨床検査技師 

 

Ａ．研究目的 

 再生医療や細胞治療の実践する際には、その有効

性を促進すると共に、患者や細胞調製を行う作業者

の安全を確保する事が不可欠である。それらの安全

を担保するためには高度な専門教育を受けた人材の

育成が不可欠である。そこで今年度はプロジェクト

においては人材育成のための教育用 DVD を作成する

事を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

再生医療についての専門家による教育用の DVD を作

成した。 

 

（倫理面への配慮） 

ヘルシンキ宣言を遵守し、個人情報保護のため、DVD

作成の際には患者情報等が漏洩しないように十分に

配慮して作成を行った。 

 

Ｃ．研究結果                  

教育用DVD3本を作成した。 

また、京都大学において、下記の６回の講演会を京都

大学人間健康検査技術科学コースの大学院生に行っ

た。 

１． 新しいdrug delivery systemの開発 

山本雅哉（京都大学再生医科学研究所准教授） 

２． がん免疫療法としての細胞療法 

門脇則光（京都大学医学研究科血液・腫瘍内科准教授） 

３． 京都大学における細胞治療・再生治療開発へ

の挑戦 

前川平（京都大学医学研究科輸血細胞治療部教授） 

４． 生体活性チタンを用いた新しい骨関節疾患治

療 

藤林俊介（京都大学医学研究科整形外科講師） 

５． 幹細胞の品質評価・安定培養技術とイノベー



ション 

仙石慎太郎（京都大学細胞-物質統合拠点准教授） 

６． 人工材料への細胞の接着 

岩田博夫（京都大学再生医科学研究所教授） 

 

 

Ｄ．考察 

今年度は期間も短く、多数の教育用 DVD の作成は不

可能であったが、質の高い DVD 作成が可能であった

ことから次年度への発展に有効であると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

再生医療の品質を高めるための人材育成教育用

DVD の作成を行った。本研究で実践した結果は次年

度の発展に有効と考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報    該当せず 

 

Ｇ．研究発表  

１．論文発表  

１）  Jo A, Mitani S, Shiba N, Hayashi Y, Hara Y, 

Takahashi H, Tsukimoto I, Tawa A, Horibe K, Tomizawa 

D, Taga T, Adachi S, Yoshida T, and Ichikawa H. High 

expression of EVI1 and MEL1 is a compelling poor 

prognostic marker of pediatric AML Leukemia in press 

2) Ishida H, Adachi S, Hasegawa D, Okamoto Y, Goto H, 

Inagaki J, Inoue M , Koh K, Yabe H, Kawa K, Kato K, 

Atsuta Y, Kudo K.  Comparison of a fludarabine and 

melphalan combination based reduced toxicity 

conditioning with myeloablative conditioning by 

radiation and/or busulfan in acute myeloid leukemia in 

Japanese children and adolescents. Ped Blood Cancer in 

press 

3) Umeda K, Adachi S, Tanaka S, Ogawa A, 

Hatakeyama N, Kudo K, Sakata N, Igarashi S, Ohshima 

K, Hyakuna N, Chin M, Goto H, Takahashi Y, Azuma E, 

Koh K, Sawada A, Kato K, Inoue M, Atsuta Y, Takami A, 

and Murata M on behalf of the GVHD Working Group of 
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